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携
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凡
例

（１１）平成２４年（２０１２）７月１日号

の
人
の
健
康
な
臓
器
を
移
植
し
て
機

能
を
回
復
さ
せ
る
と
い
う
医
療
方
法

で
す
。

　
本
人
の
意
思
が
不
明
な
場
合
も
、

家
族
の
承
諾
で
臓
器
提
供
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
医
療
方
法
に
よ

り
、　
歳
未
満
の
人
か
ら
の
脳
死
下

15

で
の
臓
器
提
供
も
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
　
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
が
し
て
あ

れ
ば
、
健
康
な
臓
器
の
提
供
に
よ
っ

て
誰
か
の
命
を
助
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
族
と
話
し
合
い
、
意
思
を

表
示
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
欄
へ
の
記

入
は
任
意
で
あ
り
、
記
入
を
義
務
づ

け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

怯
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
更
新

　
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期

限
は
7
月
　
日
で
す
。
8
月
以
降
も

31

必
要
な
人
は
、
申
請
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　
ま
だ
申
請
書
を
提
出
し
て
い
な
い

療
保
険
料
の
口
座
振
替
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
、
特
別
徴
収
と
な

ら
ず
、
普
通
徴
収
と
な
る
人
は
次
に

あ
て
は
ま
る
人
で
す
。

煙
年
金
額
が
一
定
額
未
満
の
人
。

煙
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料

額
が
、
特
別
徴
収
対
象
年
金
額
の
2

分
の
1
を
超
え
る
人
。

煙
年
度
途
中
で
　
歳
に
な
っ
た
人
や

75

転
入
し
た
人
。

怯
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者

証
の
更
新

　「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」
の
有
効
期
限
は
7
月
　
日
峨
で

31

す
。
8
月
1
日
か
ら
の
被
保
険
者
証

は
、
今
月
中
に
簡
易
書
留
で
発
送
し

ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
中
の
所
得
の
状

23

況
に
よ
っ
て
、
8
月
1
日
か
ら
窓
口

で
の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

怯
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
更
新

　
現
在
お
手
持
ち
の
認
定
証
の
有
効

期
間
は
被
保
険
者
証
と
同
じ
7
月
　31

日
で
す
。

　
現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
、

8
月
か
ら
引
き
続
き
該
当
す
る
人
に

は
、
今
月
中
に
被
保
険
者
証
と
と
も

に
郵
送
し
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
緯
内
線
2
8
9
・
2
9
9
）。

国
民
健
康
保
険
税
、

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

　
　
　
　
　
納
付
方
法
の
変
更

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
全
員
が
　
歳
以
上
　
歳
以
下
の
世

65

74

帯
は
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
、
保
険

税
が
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま

す
。
　
　
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
後
期

75
高
齢
者
医
療
で
は
、
原
則
と
し
て
個

人
の
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。

人
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送

く
だ
さ
い
。

碓伺 
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
と
は
…

　
高
額
な
診
療
を
受
け
た
際
、
一
カ

月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額

以
上
に
な
っ
た
場
合
、
後
で
高
額
療

養
費
と
し
て
給
付
し
て
い
ま
す
が
、

認
定
証
を
被
保
険
者
証
と
と
も
に
医

療
機
関
窓
口
で
提
示
す
る
と
、
窓
口

で
の
支
払
額
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
と
な
り
ま
す
。

※
次
の
人
は
手
続
き
不
要
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
者
（
未

納
者
に
は
、
認
定
証
の
交
付
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
通
常
ど
お
り
被
保
険
者

証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
）。

②
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
非
課
税
世

70

75

帯
な
ど
で
な
い
人
（
被
保
険
者
証
に

よ
り
所
得
区
分
が
確
認
で
き
る
た
め

不
要
で
す
）。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内

線
2
8
5
～
2
8
7
）。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

　
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

怯
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
通
知

　
保
険
料
に
関
す
る
通
知
は
、
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
て

い
る
人
と
普
通
徴
収
（
納
付
書
に
よ

り
納
付
）
の
人
で
は
発
送
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

煙
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
…
7
月

　
日
俄
に
発
送
。

30煙
普
通
徴
収
の
人
…
7
月
　
日
峨
に

17

発
送
（
第
1
期
分
の
納
付
期
限
は
7

月
　
日
峨
ま
で
）。

31
※
　
月
か
ら
特
別
徴
収
が
始
ま
る
人

10
の
場
合
、
第
1
期
か
ら
第
3
期
分
は

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
に

な
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
税
の
口
座
振
替
の
届
け
出
を
し

て
い
て
も
、
保
険
の
種
類
が
変
わ
る

た
め
、
あ
ら
た
め
て
後
期
高
齢
者
医

　
な
お
、
年
金
受
給
額
、
所
得
金
額
、

国
保
で
は
世
帯
要
件
な
ど
に
よ
り
、

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

怯
年
金
の
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替

に
変
更
で
き
ま
す

　
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
し

出
が
必
要
で
す
。

■申 
7
月
　
日
峨
ま
で
に
、
次
の
①
～

31

③
の
と
お
り
、
市
国
保
年
金
課
ま
で
。

①
既
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る

人
は
、
認
め
印
と
保
険
証
を
持
参
。

②
新
た
に
　
歳
に
到
達
し
、
後
期
高

75

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
っ
た
人
、

国
保
税
を
新
規
に
口
座
振
替
す
る
人
、

振
替
口
座
を
変
更
す
る
人
は
、
認
め

印
と
保
険
証
の
ほ
か
に
、
事
前
に
利

用
す
る
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申

込
手
続
き
を
行
い
、
本
人
控
え
を
持

参
く
だ
さ
い
（
郵
送
も
可
）。

③
既
に
納
付
方
法
変
更
の
申
し
出
を

し
て
い
る
人
は
、
再
度
の
申
し
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
7
月
　
日
以
降
の
申
し
出
分
は
、

31

　
月
分
の
中
止
手
続
き
に
間
に
合
い

10ま
せ
ん
の
で
、　
月
分
以
降
の
年
金

10

か
ら
中
止
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て

は
、
口
座
振
替
に
変
更
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
の
残
高
不
足
に

よ
る
振
替
不
能
が
続
く
場
合
は
、
特

別
徴
収
に
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
・
市
県
民
税
の
特
別

徴
収
は
変
更
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■問 
国
保
年
金
課
保
険
税
班
（
緯
内
線

2
8
1
～
2
8
4
）、
高
齢
者
医
療

年
金
班
（
緯
内
線
2
8
9
、
2
9
9
）。

年
金
相
談
所
を
開
設

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
に

関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
年
金
請
求
手
続
き
や
加
入
記
録
の

確
認
、
厚
生
年
金
に
関
す
る
こ
と
お

よ
び
そ
の
他
年
金
制
度
に
関
す
る
こ

　
平
成
　
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
け

24

付
け
は
、
7
月
1
日
か
ら
開
始
さ
れ
、

7
月
か
ら
平
成
　
年
6
月
の
期
間
を

25

対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年

必
要
で
す

※
7
月
に
申
請
す
る
場
合
は
、
平
成

　
年
7
月
～
平
成
　
年
6
月
の
期
間

23

24

（
前
1
年
間
分
）
に
つ
い
て
も
、
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
7
月
に
前

1
年
分
の
免
除
な
ど
も
申
請
す
る
場

合
は
、
申
請
書
2
枚
提
出
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
免
除
申
請
を
し
て
全

額
免
除
・
納
付
猶
予
で
承
認
さ
れ
て

い
る
人
で
、
継
続
審
査
を
希
望
し
た

人
は
、
申
請
書
の
提
出
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　

■他 
国
民
年
金
手
帳
、
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
、
印
鑑
を
持

参
。

※
平
成
　
年
1
月
2
日
以
降
の
転
入

24

者
や
、
失
業
な
ど
に
よ
る
場
合
は
、

事
前
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7
―

4
2
4
―
8
8
5
4
）、
市
国
保
年

金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内
線

2
8
8
・
2
8
9
）。

　
歳
前
の
傷
病
に
よ
る

20障
害
基
礎
年
金
を
受
給
中
の

　
　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

　
該
当
す
る
み
な
さ
ん
の
所
得
状
況

届
、
所
得
状
況
届
の
つ
い
た
診
断
書

は
、
今
月
末
ま
で
に
市
国
保
年
金
課

高
齢
者
医
療
年
金
班
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
所
得
状
況
届
に
は
、
所
得
の
審
査

が
必
要
で
す
の
で
、
ご
家
族
の
扶
養

に
な
っ
て
い
な
い
人
で
、
申
告
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
、
申
告
が
必
要
で

す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
、
市
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
相
談
時
間
は
一
人
　
分
間
で
す
。

30

■時 
7
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

26

10

3
時
　
分
。

15

■場 
市
役
所
附
属
棟
　
会
議
室
。

25

■定 
8
人
。

■他 
申
し
込
み
の
際
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■申 
7
月
　
日
牙
ま
で
に
左
記
ま
で

12

（
先
着
順
）。

※
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
の
ご

相
談
や
申
請
は
、
国
保
年
金
課
お
よ

び
印
旛
支
所
・
本
埜
支
所
で
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
 （
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

ご
存
じ
で
す
か

　
　
　
　
　
保
険
料
免
除
制
度

　
国
民
年
金
に
は
、
収
入
が
少
な
い

な
ど
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
を
免
除
・
猶
予
さ
れ
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
と
い
う
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
、

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万

が
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
免
除
に
は
、
全
額
免
除
・

4
分
の
1
納
付
・
半
額
納
付
・
4
分

の
3
納
付
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、　
歳
未
満
の
人
の
若
年
者

30

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
、
い
ず
れ
の

場
合
も
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
で

す
。
　
免
除
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
本
人

と
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
を

も
と
に
、
猶
予
に
つ
い
て
は
、
申
請

者
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得
を
も

と
に
日
本
年
金
機
構
で
審
査
し
、
決

定
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
に

　
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

怯
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更

新　
現
在
ご
使
用
の
「
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限
は
、
7

月
　
日
で
す
。
8
月
1
日
か
ら
の
被

31
保
険
者
証
は
、
7
月
　
日
ま
で
に
簡

31

易
書
留
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
し
た
場
合
、
届
出
が
必
要
で
す
。

※
　
歳
以
上
の
高
齢
受
給
者
の
被
保

70
険
者
証
に
は
、
高
齢
受
給
者
証
発
効

期
日
･
一
部
負
担
金
の
割
合
（
平
成

　
年
中
の
所
得
の
状
況
に
よ
り
、
1

23割
か
3
割
）
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

怯
被
保
検
者
証
の
裏
面
に
臓
器

提
供
の
意
思
表
示
が
で
き
ま
す

　
臓
器
移
植
は
、
病
気
な
ど
で
臓
器

が
機
能
し
な
く
な
っ
た
人
に
、
ほ
か

国
保
・
年
金

　7月17日峨に平成24年度国民健康保険税、後期高齢者医療保
険料の納付書（普通徴収）を郵送します。
　なお、特別徴収（年金から天引き）の人は、7月30日俄に郵送
します。
　また、7月31日峨は第1期納期限です。納め忘れのないように
お願いします。
【口座振替をご利用のみなさんへ】
　口座に残高不足がないよう、必ずご確認をお願いします。
※納付が困難な場合は、そのままにせず、下記窓口で納付相談を
お願いします。
■問 下記の通り。
【国民健康保険税について】
　国保年金課保険税班（緯内線281～284）。
【期高齢者医療保険料について】
　国保年金課高齢者医療年金班（緯内線289・299）。

国民健康保険税、後期高齢者医療保険国民健康保険税、後期高齢者医療保険料料
の納付書を発送しまの納付書を発送しますす


